
評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

進路指導課と連携を図り、生徒の実態に応じた現場実習・進路職場体験先の確保に努める。Ⅲ④

令和８年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立福岡視覚特別支援学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　

　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針 令和８年度学校運営方針　       視覚障がいのある子供の一人一人のニーズに応じた教育活動を創意工夫し、対話と共感によって、新しい時代を生き抜く力と自立と社会参加するための力を育む。

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
・視覚障がい教育専門性向上の為
の計画的な校内研修の実施、外部
研修への参加により専門性の向上
に繋げることができた。今後は実践
的な研修を取り入れる等工夫を行
い更なる専門性の向上に繋げる。
・教育相談、さくらんぼ教室、ちえの
わ、ICT Study Club等の教育相談
事業を行い様々な相談やニーズに
応えることができた。今後も広報を
行いセンター的機能の充実を図る。
・幼児児童生徒の実態に応じた教
育課程を編成することができた。今
後も進路を見据えた教育課程を編
成していく。
・危険個所の迅速な修繕、施設設
備の改善を行い安全な学校環境維
持に努めた。また、SCと連携しいじ
めや悩みを見逃さない環境づくりに
努め、早期対応を行うことができ
た。今後も連携しながら子供たちの
安心安全な学校生活環境の充実に
努めていく。

Ⅰ　「確かな学び」の育成
①読み･書き･計算等の基礎学力の定着を図る取組や読書活動の推進〈学部･教務〉 ②教科等の目標を明確にした個別の指導計画の作成、評価の充実〈学部･
教務〉 ③自立活動及び日常生活動作の指導の充実〈学部･舎〉 ④子供達の学びを深める教材･教具の工夫やICT機器の活用の励行〈情報･支援･学部･保健〉
⑤日常の教科学習・行事等を通してチャレンジ的な活動の推進(運動･学習)〈学部〉　⑥知識や興味・関心を高める体験活動の充実〈学部・舎〉

Ⅱ　主体的に考え､行動し､　表現できる子供の育成
①発達の段階に応じた対人関係スキルの指導〈進路･学部･舎〉 ②幼児児童生徒が障がいや見え方に応じた学習環境や生活環境を自ら整えるスキルの指導
〈学部・支援・保健〉 ③学習や体験したことを発達段階に応じた学習方法で表現する機会の充実〈学部･生徒･舎〉 ④交流及び共同学習の効果的な実施〈学部〉
⑤一人一人のよさや違いを認め合う集団づくりの推進(人権教育)〈研修･全職員〉 ⑥体験や学びを通して自己選択能力を向上させる指導〈学部･生徒･進路・保
健・舎〉

Ⅲ　自立と社会参加を目指した指導の充実
①全体計画に基づいたキャリア教育や食育､性に関する指導の充実〈保健･進路･学部･研修〉 ②連携や情報共有のための効果的な会議の設定や工夫〈学部･
舎〉 ③子供達の資質・能力の育成、指導の評価と改善を図るカリキュラムマネジメントの推進〈教務･舎〉 ④進学先や福祉施設等との連携による進路指導の充
実及び情報発信の工夫〈進路･学部〉 ⑤外部専門スタッフ等の活用・連携による指導力の向上〈研修･保健･舎〉 ⑥全体計画に基づいた防災教育の実施と命を
守る力の育成〈生徒･学部･舎〉

Ⅳ　視覚障がい教育の専門性向上とセンター的機能の充実

交流及び共同学習や居住地校交流を計画的・組織的に実施し、目標や活動内容を双方で打合せ、
共有できるようにする。Ⅱ⑤

①視覚障がい教育の基礎・基本の継承及び課題やニーズに応じた計画的な研修の実施〈研修･保健･支援・全職員〉 ②視覚障がい教育に関する教材・教具の
整備〈教務･情報･支援･研修･学部･保健〉 ③ニーズに応じた教育相談や関係機関との連携〈支援〉 ④HPやインスタグラム等による本校や視覚障がい教育に関
する情報発信〈情報･教務･支援･学部･舎〉　⑤OJT(OJLタイム等)の推進〈全職員･OJT推進委〉

Ⅴ　安心・安全な 環境づくり
①一人一人の障がいの状況等に応じた保護者・医療等との連携〈保健･学部･舎〉　②PTA及び奨学後援会との連携の充実〈教務･全職員〉　③危機管理マニュア
ル及び情報管理規定の定期的な改善と周知徹底〈生徒･情報･保健･舎･全職員〉　④スクールカウンセラー･スクールサポーターとの効果的な連携によるいじめ
や悩みを見逃さない環境づくり〈保健･生徒･学部･舎〉　⑤事務室との連携による安全に学べる環境整備と効果的な予算運用〈事務･全職員〉　⑥視覚障がいのあ
る幼児児童生徒の特性に配慮した環境の整備とルールづくり〈学部・生徒・保健〉

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

小学部

基本的な生活習慣を身に付け、心
身の調和のとれた発達を促す。

児童がめあてをもって取り組む運動の場を設定し、体力や運動意欲の向上を図る。Ⅰ⑤

幼児が安心して過ごし、自分で行動できる範囲が広がっていくように、教室等の環境づくりや指導の
工夫を行う。Ⅱ②

幼児の語彙を高めるために、保育活動の中で周囲の状況や動作を一緒に体験しながら、ものや動
きの名前を適切に伝えるようにする。また、幼児が思いや考えを表出する場面を設定する。Ⅱ③

体を積極的に動かし、健康でたくま
しい子どもを育てる。

幼児が、全身を動かす経験や全力を出して動く経験を積めるようにし、体を動かす楽しさが味わえる
ようにする。Ⅱ②幼稚部

身の回りのことに興味をもち、自分
でできることを自分でしようとした
り、自分から伝えたりしようとする子
どもを育てる。

衣服の着脱行動、食事行動、排せつ行動といった日常生活動作に関する実態把握や評価を定期的
に行い、幼児の実態に合わせてスモールステップで指導を行う。Ⅰ③

継続的に取り組む活動（体操やリトミック）と様々な動きに取り組む活動（運動遊び等）といった体を
動かす活動を毎日の保育活動の中に設定する。Ⅱ②

手遊び歌や制作遊び、自立活動等で手指を動かす活動を積極的に取り入れることで、様々な手指
の動かし方やものを操作する経験を積み重ねられるようにする。Ⅰ③　Ⅱ②

家庭や関係機関との連携を図り、
効果的な指導を行う。

発達に応じて教室等の環境を見直し、児童が自ら安心して行動できるような環境づくりを行う。Ⅴ⑥

発達に応じた基礎学力や表現力を
身に付けさせる。

児童の実態や中心課題の把握を行い、教科の目標や領域を明確にした指導計画を立てる。Ⅰ②

児童の考えや体験したことを言葉や文章、動作等、個に応じた方法で表現する活動を充実させる。
Ⅱ③

幼児が利用している福祉機関等の関係機関と情報交換を行う。Ⅴ①

連絡帳や学部通信、個人懇談をとおして、保護者と職員が幼児の様子を伝え合えるようにする。Ⅴ
①

意欲的に学び、人と関わることので
きる児童の育成を図る。

目標や実態に応じて設定された学習集団での共同活動を設定し、児童同士の話し合い活動や共同
活動をスモールステップで計画的に行う。Ⅱ①

寮務部

節度ある集団生活を通して、基本
的生活習慣の確立に努める。

日常生活や計画的な活動を通して、自
主性や社会性の育成に努める。

学校、保護者及び関係諸機関との
連携を密にし、円滑で充実した寄宿
舎運営に努める。

保護者、各分掌・学部との連携を図
り、庶務に関する業務を、見通しを
もって円滑に行う。 各学部と連携を図り、ＰＴＡ新聞等の内容やレイアウトを工夫し、発行する。Ⅴ②

教育活動全体において、対人関係スキル（適切なあいさつ、言葉遣い、社会的なルールやマナー）
の指導の充実を図る。Ⅱ①

中学部

学習の基礎・基本の定着を図り、学
力の向上を目指す。

生徒一人一人の希望や適性に応じ
た進路指導を行う。

他者と主体的に関わることができる
力を育む。

個別の指導計画や指導GM等を活用して各教科等についての情報共有を行い、教科等の横断的な
視点で指導にあたる。Ⅰ②

学習の評価について、評価の基準や方法を整理・共有し、学習の過程や成果を評価する。Ⅰ②

目標や実態に応じて学習集団を設定し、主体的に考え行動し、友達の意見を聞いたり、積極的に自
分の意見を伝えたりする場を設ける。Ⅱ④⑤

学部会や指導GM等を活用し、生徒の進路希望について共有し、進路実現を見据えた進路指導を
行う。Ⅲ①④

幼児児童生徒の実態に応じた読書
活動や図書室活用を推進する。

教務課

幼児児童生徒の「確かな学び」の育
成に向け、教育課程、教育活動が
適切に行われるよう取り組む。 教務内規を活用し、個別の指導計画の作成手順や評価方法を明確にし、説明会や会議等で周知・

共有する。Ⅰ②Ⅲ②③

幼児児童生徒の読書活動を増やすため図書週間を設定する。また、図書集会や本の紹介を行うな
ど図書委員会活動の充実を図る。Ⅰ①

中学部考査や各種検定などの計画や運用を適切に行う。また、学力調査結果の効果的な活用方法
について検討し、職員に周知・共有する。Ⅰ①

司書補や朗読ボランティアと連携して、幼児児童生徒の実態や興味・関心に基づいた読み聞かせ
(図書の日)を実施する。また、ボランティアとの連携を図る。Ⅰ①

保護者と連携を図り、ＰＴＡ活動の支援を行うために、ＰＴＡ組織や係分担について検討し、職員に周
知徹底する。Ⅴ②

個に応じた「個別の生活支援計画」を作成し、それに沿った指導を行う。また、中間確認会を行い、
指導・支援の方法等再確認することで、指導の継続性を持たせる。Ⅲ③

余暇活動を計画的、段階的に行うことで、余暇の充実を図るとともに、興味・関心を広げる。Ⅱ⑥

毎月、寮務委員会及び両校連絡会を行い、福岡高等視覚特別支援学校とより連携を密にする。ま
た、保護者来舎時やSNSの更新を通して、様々な行事や日常生活の様子など伝え、連携を密にす
る。Ⅳ④



進路指導課

幼児児童生徒の実態や保護者の
ニーズを踏まえ、一人一人に応じた
進路指導の充実を図る。

将来の豊かな生活の実現を目指
し、自分の果たすべき役割を主体
的に考えることができるように指導
の充実を図る。

進路希望の状況を把握し、指導の在り方について職員間で共通理解を図りながら、進路相談を行
う。Ⅲ④

保護者・担任と連携して施設等の情報を収集、訪問を実施し、生徒の実態に応じた実習先の確保に
努める。Ⅲ④

進路通信等、進路に関する情報提供の方法を整理し、職員・保護者との情報共有を図る。Ⅲ④

各文掌や各学部と連携し、「キャリアパスポート」の活用状況をもとに、様式の検討や見直しを行う。
Ⅲ①

支援課

教育相談活動の充実を図る。

教育的視機能評価を実施し、見え方に応じた補助具の選択や工夫について相談に応じる。Ⅳ②③

学校や関連機関と連携をとり、セン
ター的機能の充実を図る。

 教育相談定期利用の児童生徒に連絡ファイルを作成し、ニーズの把握や、情報提供に役立てる。
Ⅳ③

年齢や発達段階に応じたグループでの教育相談を実施し、相談者、保護者の交流の場を提供す
る。Ⅳ③

担当者の研修を実施し、ニーズに応じた支援を行うための、専門性の向上を図る。 Ⅳ①

特別支援学校、３歳児健診、福岡市発達教育センターでの教育相談を実施する。 Ⅳ③

担当者情報交換会「ちえのわ」を年３回（オンライン２回、対面１回）設定し、在籍校との連携を図る。
広報を積極的に行い、視覚障がい教育の啓発に努める。Ⅳ①③④

生徒指導課

実態に合った活動内容を検討し、
主体的に行動できる幼児児童生徒
の育成を目指す。

幼児児童生徒の安心・安全な学校
生活の確立と健全な生活態度の育
成に向けた支援の充実を図る。

「学校いじめ防止基本方針」に基づ
きながら、いじめや悩みを見逃さな
い環境づくりに取り組む。

安全で衛生的な教育環境の整備に
努め、生命に関わる緊急時に備え
て校内の救急体制を整備する。

校内の日常的な環境衛生面の管理及び感染症対策を含めた定期的な消毒や清掃、衛生用品の整
備と管理を行う。Ⅴ⑥

職員研修を通して情報共有を図り、全職員が共通理解を深める場を設定し、協力体制を整える。
Ⅲ⑤Ⅳ①Ⅴ③⑥

実態により実施が難しい児童生徒や見直しが必要な項目等について、アンケート及びチェックリスト
の見直しを行い、その結果を通して、いじめの早期発見に努める。Ⅴ④

幼児児童生徒が体験したことや学習したことを表現する場を設ける。Ⅱ③

アンケートやチェックリストの結果を会議等において職員全員で共有することで、日常の指導や支援
に活かす。必要に応じてＳＣ及びＳＳと連携し、即時支援の充実を図る。Ⅴ④

学期に一度の安全点検で、改善・修復箇所を明確にし、校内の環境を安全に保つ。Ⅴ③、Ⅴ⑥

幼児児童生徒の実態に応じた学校行事や特別活動の計画を作成し実施する。Ⅱ⑥

幼児児童生徒の安心・安全な生活を推進するために、「安全・危機管理マニュアル」をもとにした、よ
り現実に即した訓練と研修を実施する。Ⅲ⑥、Ⅴ③

心身の発達段階や児童生徒の実態に応じた健康教育が行えるように各学部や専門機関等と連携
し、支援する。Ⅱ⑥Ⅳ②

安心・安全に配慮しながら学校給食
を実施し、望ましい食習慣を身に付
けさせるとともに、食に関する興味・
関心を育てる。

食物アレルギー調査を踏まえた給食対応、異物混入時の対応、ランチルームの消毒や配膳者の衛
生チェック等、安心安全に配慮して給食を実施する。Ⅴ①

食に関する指導の全体計画を基に個に応じた指導を推進し、基本的な食習慣やマナーを身に付け
させる。Ⅲ①

保健課

自分の健康を自分で守ることので
きる幼児児童生徒を育てる。

自分の健康状態を正しく理解させるための取り組みを行う。Ⅱ②

情報課

ICTの活用スキルの向上を図るた
めの機器使用の促進と学びを深め
るための教材・教具の整備を行う。

研修課

視覚障がい教育及び特別支援教育
に関する最新情報を提供する。

視覚障がい教育及び特別支援教育
に関する専門的な研修を実施す
る。

基本的人権や、人権尊重に関する
職員の理解・認識を深め、教育実
践力を高める。

職員の生成AIの活用を促進したり、
ICT支援員の専門性を適切に活用
したりできる環境を整える。

職員へICT機器の種類や活用法を周知するため、研修等で授業や業務に活用できる情報を提供す
る。Ⅰ④

情報機器の管理の仕方を整理し、職員の使用を促進できるように適宜改善を行う。Ⅳ②

HP・Instagram記事起案用紙の内容を工夫し、広報委員を中心に記事の作成マニュアルを新しく整
える。Ⅴ③

各分掌、学部のHP・Instagram投稿計画に沿って、広報委員が計画的に記事を作成できるようにす
る。Ⅳ④

外部講師招聘による、人権に関する研修会を企画・運営する。また、人権教育に関する諸研修会の
情報を提供し、職員のキャリア、ニーズに応じた研修会への参加を促す。Ⅱ⑤Ⅲ①Ⅴ①

グループ研修において、各グループの進捗状況等を確認しながら研究を進め、課題及び改善点等
を検討する。Ⅳ①②

HP・ Instagramの記事作成・起案・
アップロードまでの一連の流れを整
備する。

生成AI活用促進のための研修や簡易のマニュアル作成を行う。Ⅰ④Ⅴ③

ICT支援員への相談事例をまとめ、職員に周知し、ＩＣＴ支援員へ様々な相談・依頼をしやすい環境
を作る。Ⅰ④

職員間の情報を共有し、費用対効果を
考慮した予算執行に努める。

教員と事務職員の連携を密にし、情報共有を行い、必要性、緊急性、費用対効果を考慮し、適切な
予算執行に努める。Ⅴ⑤

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

事務部

中長期的な観点で施設設備を維持管理
し、安心安全な教育環境づくりに努め
る。

施設設備の現状を把握し、特に危険個所の修繕を行い、改修要望事項等について関係各所と交渉
を行い、より良い教育環境の充実を図る。Ⅴ⑥

幼児児童生徒の発達段階に応じた「人権教育全体計画」に基づき、人権学習を計画・実施し、必要
な教材や参考となる授業実践の資料等の一覧を活用し、人権学習の実践を行いやすいようにす
る。Ⅱ⑤

刊行物や研究紀要、校外での研修会・研究発表会・講演会等の案内を適宜行う。Ⅳ①

学校・職員の課題やニーズを把握し、外部講師による特別支援教育等に関する専門的な研修会を
企画・運営する。また、希望者対象で校内講師による「点字初期指導」「歩行指導」を企画・運営す
る。Ⅳ①②

年度初めに視覚障がい教育等に関する書籍を職員室に展示し、情報提供する。Ⅳ①

進路につながる学習・活動が系統的に行えるように、各学部、各学級での取り組みを集約し、今後
の取り組みの参考にする。Ⅲ①


